高等学校家庭科（消費生活）学習指導案
１　学習内容　消費行動と意思決定
２　目標
意思決定のプロセス（課題の確認→情報収集→比較・検討→動機の再確認→決定・評価）を理解し、消費者として責任ある消費行動がとれるようにする。
３　本時の展開
	
	学習のプロセス
	生徒の学習活動
	指導上の留意点
	指導者・教材・資料等

	導
入
5
分
	本時の課題の確認

	◆課題を確認する。
「通学用の自転車が壊れてしまったので、新しく買うことになった。どの自転車を購入するか。」
	■課題をしっかり捉えさせる。
	指導者：担当教員
□パワーポイント


	展
開
35
分

	確認
考える
話し合う
考える
発表しあう

	◆意思決定のプロセスを確認する。
課題の確認→情報収集→比較・検討→動機の再確認→決定・評価
◆情報収集した内容を表にまとめ、比較・検討し、自分の買いたい自転車を選ぶ。（情報収集　比較・検討）
◆グループに分かれ、それぞれ自分の選んだ自転車と選んだ理由を発表する。その後、質問や意見を出し合う。（動機の再確認）
◆友だちの意見を参考に、もう一度、自分の考えをまとめ、自転車を選ぶ。理由も書く。（決定・評価）
◆理由を明確にし、発表する。
	■消費行動を見直すには、意思決定のプロセスが有効であること、自転車を買うために意思決定のプロセスに従って考えることを伝える。
■それぞれ機能の違う３つの自転車を提示しワークシートに記入させる形で、比較・検討させる。
■買いたい自転車を決めさせる。
■担当教員・県民生活センター職員・消費生活相談員が机間巡視し、生徒の動向をつかむ。
■違う種類の自転車を選んだメンバーでグループを構成し、話し合いが深まるようにする。
■特に、選んだ自転車を変更した場合は、理由を書かせる。
■何人か、選んで発表させる。
	指導者：県民生活センター職員
□教科書
□パワーポイント
□ワークシート
机間巡視：担当教員・県民生活センター職員・消費生活相談員
机間巡視：担当教員・県民生活センター職員・消費生活相談員
指導者：担当教員


	展
開
5
分

	自転車購入時の留意点

	◆自転車購入時の留意点及び責任ある消費行動の大切さについて、知る。
	■消費生活相談員が、専門家の立場で、購入時の留意点について、説明する。
■消費者市民社会の一員として、自分のことだけでなく、地球全体の幸福の実現のため社会に与える影響も考え、消費行動を取ることの大切さを知らせる。

	指導者：消費生活相談員


	ま
と
め
5
分
	本時のまとめ
次時の予告
	◆本時の学習内容をもとに、自立した消費者として、責任ある消費行動をとるとはどうするべきか、考える。
	■自分の生活に立ち返らせる。
	指導者：担当教員
□ワークシート


